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北
海
道
内
の
学
校
給
食
が
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
札
幌
市
が
給
食
セ
ン
タ
ー
導
入
を
検
討
し
始

め
た
ほ
か
、
室
蘭
・
登
別
両
市
は
共
同
セ
ン
タ
ー

建
設
を
模
索
す
る
。
留
萌
市
や
渡
島
管
内
長
万
部

町
で
は
調
理
の
民
間
委
託
に
踏
み
切
っ
た
。
少
子

化
と
施
設
の
老
朽
化
は
さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
、

こ
う
し
た
動
き
が
今
後
も
活
発
化
し
そ
う
だ
。

　
道
内
各
地
の
給
食
提
供
を
巡
っ
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
札
幌
市

で
は
約
一
〇
〇
校
の
給
食
室
が
設
置
か
ら
三
〇
年

を
超
え
、
二
〇
二
三
年
度
に
は
給
食
室
の
設
備
故

障
で
延
べ
三
七
校
が
計
八
六
日
間
に
わ
た
り
給
食

の
提
供
中
止
や
献
立
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

室
蘭
市
の
セ
ン
タ
ー
は
築
五
〇
年
、
登
別
市
は
築

五
八
年
に
も
及
ぶ
。

　
こ
れ
ら
の
老
朽
化
し
た
施
設
で
は
、
現
代
の
衛

生
管
理
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
深
刻
な
の
が
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
遅
れ

だ
。
室
蘭
・
登
別
両
市
の
現
セ
ン
タ
ー
で
は
、
卵

や
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
も

調
理
段
階
で
の
原
材
料
除
去
が
で
き
ず
、
代
替
食

を
提
供
す
る
な
ど
の
限
定
的
な
対
応
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
・
生
徒

の
増
加
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
自
治
体
に
と
っ
て
こ

う
し
た
状
況
は
看
過
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

　
し
か
し
、
更
新
に
必
要
な
費
用
は
膨
大
だ
。
室

蘭
・
登
別
両
市
の
場
合
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
整
備
す
る
と
事
業
費
は
室
蘭
で
一
一

七
億
円
、
登
別
で
七
九
億
円
の
計
一
九
六
億
円
に

散 射 韻

償
化
を
実
現
し
た
。

　
各
自
治
体
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
関
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
打
ち
出
す
が
、
課
題
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

　
室
蘭
・
登
別
両
市
の
共
同
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
資
材
価
格
の
高
騰
を
受
け
て
当
初

想
定
の
五
六
億
円
か
ら
七
六
億
円
へ
と
二
〇
億
円

も
建
設
費
が
増
加
。
金
利
上
昇
の
影
響
で
、
地
方

債
の
利
払
い
負
担
も
一
八
億
円
と
当
初
の
三
倍
に

膨
ら
ん
だ
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新
の
財
源
と
し
て
国

の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
が
見
込
ま
れ
る
が
、

不
採
択
事
例
が
道
内
で
続
出
。
自
治
体
が
期
待
す

る
財
源
確
保
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
登
別
市
は
共
同

建
設
再
検
討
を
室
蘭
市
に
申
し
入
れ
、
計
画
の
先

行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。
物
価
高
や
金
利

上
昇
が
収
ま
る
様
子
は
な
く
、
財
政
規
模
の
小
さ

い
自
治
体
ほ
ど
身
動
き
が
取
り
づ
ら
い
。

　
少
子
化
の
進
行
も
懸
念
材
料
だ
。
室
蘭
・
登
別

の
新
セ
ン
タ
ー
は
当
初
七
千
食
を
想
定
し
て
い
た

が
、
一
五
年
後
に
は
四
五
〇
〇
食
程
度
ま
で
減
少

す
る
見
込
み
で
、
施
設
規
模
が
早
々
に
過
大
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
札
幌
市
で
も
今
後
の
給
食
提
供

数
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
投
資
効
率
の
観
点

か
ら
施
設
整
備
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
少
子
化
と
施
設
老
朽
化
、
財
政
難
の
中
で
、
持

続
可
能
な
給
食
の
提
供
体
制
を
い
か
に
構
築
す
る

か
。
各
自
治
体
の
苦
悩
は
続
く
。　
　
　

＜

柊＞

も
な
る
。
長
万
部
町
で
は
給
食
セ
ン
タ
ー
を
継
続

使
用
し
た
場
合
、
今
後
四
年
間
で
約
二
億
三
九
〇

〇
万
円
の
設
備
更
新
費
が
か
か
り
、
町
の
財
政
を

大
き
く
圧
迫
す
る
。

　
調
理
員
や
配
送
運
転
手
の
人
手
不
足
も
深
刻
化
。

体
力
的
負
担
が
大
き
く
、
給
与
水
準
も
決
し
て
高

く
な
い
中
で
、
人
材
確
保
が
年
々
困
難
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
札
幌
市
は
こ
れ
ま

で
自
校
か
近
隣
校
の
給
食
室
で
調
理
し
て
い
た
給

食
を
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し
て
調
理
し
配
送
す
る
給

食
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
移
行
を
検
討
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
間
経
費
を
二
四
億
四
千
万
円
か
ら
二
一
億

六
千
万
円
に
削
減
で
き
る
と
見
込
む
。

　
室
蘭・登
別
両
市
で
は
、共
同
で
給
食
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
れ
ば
二
五
年
間
で
計
約
三
〇
億
円
の
削

減
効
果
が
あ
る
と
試
算
。
新
セ
ン
タ
ー
を
室
蘭
市

内
に
建
設
し
、
費
用
負
担
を
室
蘭
約
六
割
、
登
別

約
四
割
と
し
た
上
で
二
九
年
度
の
開
設
で
合
意
し

た
。

　
一
方
、
留
萌
市
や
長
万
部
町
は
民
間
委
託
と
い

う
選
択
肢
を
選
ん
だ
。
留
萌
市
は
給
食
セ
ン
タ
ー

を
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
市
）
に
一
億
五
三
〇

〇
万
円
で
売
却
。
調
理
員
一
五
人
も
移
籍
し
た
。

自
治
体
直
営
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
民
間
に
売
却
す

る
の
は
道
内
初
の
事
例
だ
。
今
年
四
月
か
ら
給
食

調
理
を
委
託
し
、
年
間
一
八
〇
〇
万
円
の
節
減
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。
長
万
部
町
も
一
〇
月
か
ら

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
に
委
託
。
設
備
更
新
費
を
削
減

し
、
浮
い
た
財
源
で
町
内
小
中
高
生
の
給
食
費
無

道内給食提供、岐路に 少子化と施設老朽化加速


